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双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
１
カ
月
が
過
ぎ
、

木
々
の
緑
が
目
に
鮮
や
か
な
５
月
に
入
り
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
の
深
夜
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
４
、

最
大
震
度
６
強
の
地
震
が
福
島
県
沖
で
発
生
し
ま
し

た
。
地
震
発
生
直
後
よ
り
町
災
害
対
策
本
部
会
議
を

設
置
し
、
町
内
で
準
備
宿
泊
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
安

否
確
認
や
被
害
状
況
の
把
握
、
避
難
所
の
設
置
な
ど

に
つ
い
て
確
認
を
行
う
な
ど
、
緊
急
時
の
対
応
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　

国
外
に
目
を
向
け
る
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
２
月
24
日
か
ら
始
ま
り
、
一
般

市
民
を
巻
き
込
む
理
不
尽
な
ロ
シ
ア
軍
の
攻
撃
は
、

国
際
秩
序
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、
テ

レ
ビ
の
映
像
を
通
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ
に
驚
愕
し
、

改
め
て
「
平
和
」
や
「
命
」
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
に
な
っ
た
も
の
の
、

未
だ
に
感
染
者
が
減
ら
ず
、
第
７
波
へ
の
移
行
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え
て
も
気

を
緩
め
る
こ
と
な
く
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
25
日
に
は
、
ふ
る
さ
と
喪
失
に
対
す
る
現
在

の
原
子
力
損
害
賠
償
が
被
災
者
に
寄
り
添
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
最
高
裁
の
上
告
受
取
申
立
を

不
受
理
と
す
る
決
定
に
よ
り
原
判
決
が
確
定
し
た
こ

と
を
受
け
、
双
葉
町
で
は
町
議
会
と
と
も
に
東
京
電

力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
小
早
川
智
明
代
表

執
行
役
社
長
宛
て
に
確
定
判
決
と
同
等
の
額
で
町
内

に
居
住
し
て
い
た
全
て
の
町
民
へ
の
支
払
い
を
速
や

か
に
行
う
こ
と
、
支
払
い
に
向
け
た
損
害
賠
償
ス

キ
ー
ム
を
早
急
に
構
築
し
、
受
付
を
開
始
す
る
こ
と

を
強
く
要
求
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
４
月
１
日
に

は
、
い
わ
き
事
務
所
に
お
い
て
平
岩　

弘
副
町
長
の

選
任
、　　

下
明
夫
教
育
長
の
任
命
、
及
び
職
員
辞
令

交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。新
規
採
用
職
員
３
名
と
国
、

県
よ
り
の
派
遣
職
員
が
加
わ
り
業
務
を
開
始
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
度
も
引
き
続
き
神
奈
川
県
か
ら
３

名
、
新
潟
県
柏
崎
市
、
茨
城
県
北
茨
城
市
、
東
海
村
、

宮
城
県
女
川
町
か
ら
各
１
名
ず
つ
、
双
葉
町
の
現
状

を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
自
治
体
か
ら
、
町
の
復
旧
・

復
興
と
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
支
援
な
ど
の
課
題
解

決
の
た
め
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

職
員
に
対
し
て
は
、
今
年
度
は
６
月
以
降
の
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
全
域
の
避
難
指
示
解
除
と
町
民

帰
還
と
い
う
歴
史
的
に
大
き
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
激

動
の
１
年
に
な
る
が
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
訓
示
し
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
に
は
、
埼
玉
県
加
須
市
の
大
橋
良
一
市

長
が
退
任
の
あ
い
さ
つ
に
い
わ
き
事
務
所
を
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。
大
橋
市
長
に
は
、
双
葉
町
が
埼
玉
県
加

須
市
に
避
難
し
て
以
来
物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
大
橋
市
長
か
ら
の
「
最
後
の

一
人
に
な
る
ま
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
」
と
の
心
強

い
お
言
葉
は
、
今
で
も
心
の
支
え
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
28
年
に
は
友
好
都
市
の
盟
約
を
締
結
し
、

現
在
で
も
加
須
市
に
は
約
４
０
０
人
の
町
民
が
避
難

生
活
を
送
っ
て
お
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
双
葉
町
の
復
興
に
ま
い
進
し
て
い
く
こ

と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

新
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
が
、
６
月
以
降
の
特
定
復
興
再
生
拠
点

区
域
の
避
難
指
示
解
除
等
に
向
け
て
連
休
明
け
か
ら

住
民
説
明
会
等
を
県
内
外
11
会
場
で
開
催
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

東
京
電
力
へ
賠
償
の
上
乗
せ
を
要
求

　

３
月
25
日
、町
と
町
議
会
は
、

い
わ
き
事
務
所
で
東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
福
島
復

興
本
社
の
高
原
一
嘉
代
表
に
対

し
、
賠
償
の
上
乗
せ
を
要
求
す

る
要
求
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
求
は
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
全
国
各
地
に
避

難
し
た
方
々
が
国
や
東
京
電
力

に
原
子
力
損
害
賠
償
を
求
め
た

集
団
訴
訟
で
、
原
子
力
損
害

賠
償
紛
争
審
査
会
が
策
定
し

た
中
間
指
針
を
上
回
る
高
裁

判
決
が
最
高
裁
の
決
定
に
よ

り
確
定
し
た
こ
と
を
受
け
行

わ
れ
た
も
の
で
、
伊
澤
史
朗

町
長
と
伊
藤
哲
雄
町
議
会
議

長
は
、「
訴
訟
に
加
わ
っ
て
い

な
い
町
民
に
対
し
て
も
同
等
の

賠
償
が
な
さ
れ
る
べ
き
」
と
強

く
要
求
し
ま
し
た
。

　

高
原
代
表
は
要
求
を
受
け
、

「
原
告
に
対
し
て
は
速
や
か
な

対
応
を
行
い
、
原
告
以
外
へ
の

賠
償
に
つ
い
て
は
今
後
行
わ
れ

る
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査

会
の
議
論
の
結
果
を
踏
ま
え
て

対
応
を
検
討
し
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

要求書の全文はこちら
からご覧いただけます

▲

（スマートフォン・タブ
　レット用ＱＲコード）
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ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
山
積
す
る

町
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
副
町

長
の
定
数
を
こ
れ
ま
で
よ
り
１
名
増
員

し
、
２
名
体
制
で
町
の
重
要
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
、
本
年
４
月
よ
り

２
人
目
の
副
町
長
の
重
職
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
歴
史
が
大
き
く
変
わ
る
こ
の
時

期
に
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
よ
り
確
か

な
も
の
に
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
改
め

て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

町
で
は
、「
住
む
拠
点
」
と
し
て
、
双

葉
駅
西
側
地
区
に
整
備
を
進
め
て
い
る

災
害
公
営
住
宅
、
再
生
賃
貸
住
宅
の
供

用
開
始
を
見
据
え
、
本
年
10
月
か
ら
一

部
で
の
入
居
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
に

立
地
す
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
20
件
24

社
と
の
立
地
協
定
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点

に
係
る
土
地
整
備
事
業
を
実
施
し
、
企

業
立
地
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、
企
業

誘
致
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
生
活

支
援
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
双
葉
町
の
復
興
・
再
生

と
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
支
援
、
さ
ら

に
は
町
民
の
皆
さ
ま
同
士
の
き
ず
な
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、
伊
澤
町
長
の
も

と
、
徳
永
修
宏
副
町
長
と
と
も
に
、
私

自
身
の
こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
を
十
分

に
活
か
し
な
が
ら
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
格
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

副
町
長

平
岩　
　

弘

　

双
葉
町
の
皆
さ
ま
、
本
年
４
月
１
日

付
け
で
、
副
町
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

平
岩　

弘
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
59
年
10
月
に
双
葉
町
役

場
に
入
庁
以
来
、
税
務
課
、
総
務
課
、

企
画
課
に
勤
務
し
、
町
税
の
賦
課
業
務

や
財
政
運
営
、
電
源
地
域
振
興
対
策
の

業
務
を
経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災

後
は
、
秘
書
広
報
課
長
、
復
興
推
進
課

長
を
歴
任
し
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
策
定
業
務
な
ど
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、

本
年
３
月
ま
で
総
務
課
長
と
し
て
総
務

管
理
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
所
事

故
か
ら
12
年
目
を
迎
え
、
町
で
は
、
本

年
６
月
以
降
の
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
全
域
の
避
難
指
示
解
除
と
町
へ
の
帰

還
開
始
を
控
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
支
援
へ
の
対
応
や
町
の
復
興
・
再
生

の
さ
ら
な
る
推
進
、
役
場
機
能
の
町
内

へ
の
移
転
、
さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

　４月８日、双葉町放射線量等検証委員会の田中俊一委員長より伊澤町長
へ、検証結果の最終報告書が手交されました。
　令和２年３月の避難指示解除準備区域及びＪＲ双葉駅周辺等の一部区域

双葉町放射線量等検証委員会・最終報告

報
告
書
の
全
文
は
こ
ち
ら

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

▲

（スマートフォン・タブ
　レット用ＱＲコード）

の避難指示解除後、６回にわたり開催してき
た委員会は、特定復興再生拠点区域に係る放
射線量について「避難指示解除に伴う放射線
被ばくのリスクは十分低い」とする報告をと
りまとめました。最終報告を受け、伊澤町
長はこれまでの活動への御礼と「報告書の提
言が実現できるよう、町として体制を整えて
実施してまいります」と述べました。

大橋良一加須市長が退任のあいさつのため来庁されました大橋良一加須市長が退任のあいさつのため来庁されました大橋良一加須市長が退任のあいさつのため来庁されました
　４月７日、今期をもって退任される埼玉県加須市の大橋
良一市長が、退任のあいさつのためいわき事務所へ来庁さ
れました。大橋市長は、加須市へ避難した双葉町民を受け
入れた当時の様子や思いについて述べられ、今後も加須市
と双葉町の友好関係が継続するよう祈念すると述べまし
た。伊澤史朗町長は、震災からのさまざまな出来事を振り
返りながら大橋市長の長期にわたる多大なご支援に対し感
謝の意を表し、双葉町の復興に向け改めて決意を述べ、大
橋市長に花束を手渡しました。
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月　日 時　間 場　　　　　所

5 月 12 日（木） 10:00 ～ 12:00 双葉町
双葉町産業交流センター　１階大会議室
双葉町大字中野字高田１－１
☎０２４０－２３－７２１２

5 月 13 日（金） 10:00 ～ 12:00 福島市
サンライフ福島　２階（大研修室）
福島市北矢野目字檀ノ腰６－１６
☎０２４－５５３－５５２９

5 月 14 日（土） 10:00 ～ 12:00
宮城県
仙台市

ＴＫＰガーデンシティPREMIUM 仙台西口　６階（ホール６Ｃ）
宮城県仙台市青葉区花京院１－２－１５　ソララプラザ 
☎０２２－２００－２６１８

5 月 19 日（木） 10:00 ～ 12:00 白河市
白河市立図書館　１階（中会議室１・中会議室２）
白河市道場小路９６－５
☎０２４８－２３－３２５０

5 月 20 日（金） 10:00 ～ 12:00 郡山市
福島県農業総合センター　１階（多目的ホール）
郡山市日和田町高倉字下中道１１６
☎０２４－９５８－１７００

5 月 21 日（土） 10:00 ～ 12:00
新潟県
柏崎市

柏崎市産業文化会館　２階（第２会議室）
新潟県柏崎市駅前２－２－４５
☎０２５７－２１－００１０

5 月 24 日（火） 10:00 ～ 12:00
東京都
千代田区

全国町村会館　２階（ホールＡ）
東京都千代田区永田町１－１１－３５
☎０３－３５８１－６７６７

5 月 25 日（水） 10:00 ～ 12:00
茨城県
つくば市

つくば国際会議場　４階（中会議室４０６）
茨城県つくば市竹園２－２０－３
☎０２９－８６１－０００１　

5 月 26 日（木） 10:00 ～ 12:00 いわき市
いわき市労働福祉会館　３階（中会議室１・２）
いわき市平字堂ノ前２２
☎０２４６－２４－２５１１　　　　　　　

6 月　1日（水） 10:00 ～ 12:00
埼玉県
加須市

大利根文化・学習センター「アスタホール」　多目的ホール
埼玉県加須市旗井１４６１－１
☎０４８０－７２－１０２３

6 月　4日（土） 10:00 ～ 12:00 いわき市
復興公営住宅勿来酒井団地（集会所）
いわき市勿来町酒井青柳８－２
☎０２４６－８４－５２０６（住民生活課）

　町では、令和４年６月以降に特定復興再生拠点区域全域の避難指示解除を目標に復興復旧の様々な
取り組みを進めているところです。
　町としましては、双葉町放射線量等検証委員会の特定復興再生拠点区域の放射線量の低減状況に関
する最終報告を踏まえ、また同区域内の生活環境の整備状況から、復興再生拠点区域の避難指示の解
除を進めてまいりたいと考えております。
　つきましては、避難指示解除対象区域の解除に向けた住民説明会を、町と国との共催で下記の日程
のとおり開催いたします。町民の皆さまには、大変お忙しいところ恐れ入りますが、ご出席いただき
ますようご案内申し上げます。

　今回は、新型コロナウイルス感染防止対策として、出席者同士の身体的距離を確保して開催してまいり
ます。また、マスクの着用、手指の消毒、氏名・居所・連絡先電話番号の受付名簿へのご記入、検温（出
発前に自宅にて・会場入り口前）へのご協力をお願いいたします。

特定復興再生拠点区域の避難指示解除に向けた
住民説明会の開催について
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　国（原子力災害対策本部・復興推進会議）では、令和３年８月に「特定復興再生拠点区域外への帰還・
居住に向けた避難指示解除に関する考え方」を決定しました。
　つきましては、本方針に基づき、今後の特定復興再生拠点区域外の避難指示の解除の取り組みの進
め方についてご説明する住民説明会を、特定復興再生拠点区域の避難指示解除に向けた住民説明会
後、同会場にて町と国との共催で下記の日程のとおり開催いたします。町民の皆さまには、大変お忙
しいところ恐れ入りますが、ご出席いただきますようご案内申し上げます。

　今回は、新型コロナウイルス感染防止対策として、出席者同士の身体的距離を確保して開催してまいり
ます。また、マスクの着用、手指の消毒、氏名・居所・連絡先電話番号の受付名簿へのご記入、検温（出
発前に自宅にて・会場入り口前）へのご協力をお願いいたします。

特定復興再生拠点区域外の避難指示解除の取り組みの
進め方に関する住民説明会の開催について

月　日 時　間 場　　　　　所

5 月 12 日（木） 13:00 ～ 15:00 双葉町
双葉町産業交流センター　１階大会議室
双葉町大字中野字高田１－１
☎０２４０－２３－７２１２

5 月 13 日（金） 13:00 ～ 15:00 福島市
サンライフ福島　２階（大研修室）
福島市北矢野目字檀ノ腰６－１６
☎０２４－５５３－５５２９

5 月 14 日（土） 13:00 ～ 15:00
宮城県
仙台市

ＴＫＰガーデンシティPREMIUM 仙台西口　６階（ホール６Ｃ）
宮城県仙台市青葉区花京院１－２－１５　ソララプラザ 
☎０２２－２００－２６１８

5 月 19 日（木） 13:00 ～ 15:00 白河市
白河市立図書館　１階（中会議室１・中会議室２）
白河市道場小路９６－５
☎０２４８－２３－３２５０

5 月 20 日（金） 13:00 ～ 15:00 郡山市
福島県農業総合センター　１階（多目的ホール）
郡山市日和田町高倉字下中道１１６
☎０２４－９５８－１７００

5 月 21 日（土） 13:00 ～ 15:00
新潟県
柏崎市

柏崎市産業文化会館　２階（第２会議室）
新潟県柏崎市駅前２－２－４５
☎０２５７－２１－００１０

5 月 24 日（火） 13:00 ～ 15:00
東京都
千代田区

全国町村会館　２階（ホールＡ）
東京都千代田区永田町１－１１－３５
☎０３－３５８１－６７６７

5 月 25 日（水） 13:00 ～ 15:00
茨城県
つくば市

つくば国際会議場　４階（中会議室４０６）
茨城県つくば市竹園２－２０－３
☎０２９－８６１－０００１　

5 月 26 日（木） 13:00 ～ 15:00 いわき市
いわき市労働福祉会館　３階（中会議室１・２）
いわき市平字堂ノ前２２
☎０２４６－２４－２５１１　　　　　　　

6 月　1日（水） 13:00 ～ 15:00
埼玉県
加須市

大利根文化・学習センター「アスタホール」　多目的ホール
埼玉県加須市旗井１４６１－１
☎０４８０－７２－１０２３

6 月　4日（土） 13:00 ～ 15:00 いわき市
復興公営住宅勿来酒井団地（集会所）
いわき市勿来町酒井青柳８－２
☎０２４６－８４－５２０６（住民生活課）
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一般会計当初予算規模の推移

令和４年度の当初予算が決まりました
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会　計 本年度予算額 前年度予算額 差　額 比　較

国民健康保険特別会計 12億9,286万5千円 12億8,103万9千円 1,182万6千円 0.9%

公有林整備事業特別会計 194万6千円 223万円 ▲28万4千円 ▲12.7%

公共下水道事業特別会計 11億1,275万8千円 19億993万円 ▲7億9,717万2千円 ▲41.7%

介護保険特別会計 10億5,708万9千円 10億8,024万7千円 ▲2,315万8千円 ▲2.1%

後期高齢者医療特別会計 9,049万円 8,867万7千円 181万3千円 2.0%

計 35億5,514万8千円 43億6,212万3千円 ▲8億697万5千円 ▲18.5%

令和４年度双葉町特別会計当初予算

　平成２６年度以降において消費税率
が引き上げられたことに伴い、地方消
費税交付金の増収分については、そ
の使途を明確化し、社会保障施策に
要する経費に充てることとされてい
ます。
　令和４年度双葉町一般会計予算にお
ける社会保障施策関連経費への充当
は、社会福祉事業３,００８万３千円、
社会保険事業３,０３９万６千円、保
健衛生事業１,３００万９千円の予定と
なっております。

地方消費税交付金（社会保障財源分）の
使途について

　一般会計当初予算額は前年度対比１３３億円（３８.７％）減の２１１億円となりま
した。
　国民健康保険特別会計などの５特別会計の予算額が３５億５,５１４万８千円となり、
一般会計と特別会計の総額は、２４６億５,５１４万８千円となりました。
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主要事業について

仮設庁舎整備事業 ……………

仮設庁舎駐車場整備事業 ……

橋梁等補修事業 …………………………

中田・観音堂線改良事業 ………………

前田・長塚線改良事業 ……………

町西３号線改良事業 ……………………

新・生活サポート交付金事業 …

双葉町次世代支援補助金事業 …………

コミュニティ支援バス運行事業 …

就園・就学援助 ……………………

４億３,７１６万４千円

２,７２５万円

１,５４６万９千円

４,８７６万７千円

公共交通運行事業 …………………

心の復興事業補助金事業 ………………
行政区総会開催助成金事業 ………………
敬老会事業 ……………………………
町民交流施設運営事業（人件費除く）
 ………………………………………

３,５１８万１千円

１,０５０万円
１１９万円

４９９万１千円

１,６２３万７千円

移住定住支援体制整備等事業 …………

ふくしま移住支援金給付事業 …………

準備宿泊支援事業 …………………

住宅清掃費補助金事業 ……………………

ふるさと帰還等支援事業補助金事業 ……

住宅再建支援事業補助金事業 …………

２,７９７万円

４,０００万円

１,７７４万８千円

９００万円

５２０万円

３,０００万円

インフラ等整備

生活支援

交流支援

帰還・移住等支援

１２億９,９１１万７千円

１億２,４１３万２千円

５,３７０万円

４,０００万円

４,３４６万７千円

２,５７１万円

8令和４年５月広報ふたば



中野地区復興産業拠点整備事業
……………………………………７億４,１０１万７千円

双葉駅西地区住宅団地等整備事業
…………………………………４８億７,５９８万７千円

双葉駅西地区公営住宅整備事業
………………………………３２億１,１７０万７千円

中野地区・双葉駅西地区拠点整備健康・福祉

防犯防災・鳥獣被害対策 農林業・商工

令和４年度

町内防犯・防災パトロール事業
 …………………………………

町内戸別巡回事業 …………………

防犯・防災総合システム事業

 …………………………………

消防施設整備事業 …………………

防災行政無線整備事業 ……………

有害鳥獣捕獲事業 …………………

営農再開促進事業 ……………

営農再開支援水利施設等保全事業 ……

農業基盤整備促進事業 ………

被災地域農業復興総合支援事業 ………

企業誘致推進事業 …………………

産業交流センター維持運営事業

 …………………………………

６億３,１１０万４千円

５,１６４万６千円

２億３,２９５万１千円

２,００５万３千円

４億１,７３２万円

４,４２９万７千円

１億２,２２０万６千円

４,１０５万円

１億４,２１０万６千円

３,３００万円

３,５８６万１千円

１億５,４７４万９千円

高齢者等サポート拠点設置事業 …

総合健康診査業務 …………………
尿による内部被ばく検査業務 ………
甲状腺検査業務 ………………………
町内医療施設整備・運営事業
 …………………………………

８,０１６万６千円

２,３７４万２千円
２９７万９千円
１２６万８千円

３億３,６７６万２千円
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

　２０２２年（令和４年）、４月１日　双葉町教育委員会教育長三期目の辞令を伊澤町長より拝命しました。
初心にかえり、双葉町の復興・創生に加えて、教育行政の充実に努めてまいる所存ですので、今後ともよ
ろしくお願いいたします。
　町立学校では、４月６日（水）に、幼稚園の入園式及び小・中学校の合同入学式、始業式を終え、無事
第１学期がスタートしました。多くの双葉町の幼児、児童・生徒の皆さんも、それぞれの就学先で夢と希
望に胸を膨らませ、新年度の学校生活を送っていることと思います。保護者の皆さま、そして家族の皆さ
まからの温かい励ましのお声がけにより子ども達の成長を見守っていただきたいと思います。　
　また、社会教育及び生涯学習に係る各自治会や婦人学級におきましても、新年度の組織並びに年間計画
を策定され、心一つに活動がスタートいたしました。３年目となるコロナ禍に対応するため、安全・安心
を第一に感染予防対策と行事内容の変更、また活動方法の工夫等をしながら策定した活動計画のもと、生
涯学習・社会教育・学校教育に携わる人々が一体となって連携協力し、幼児期から義務教育、義務教育か
ら生涯学習へと学びが連続的に繋がり充実するよう、教育委員会としましても、それぞれの場面でサポー
トしてまいりたいと思いますので、今後とも、ご理解とご協力の程よろしくお願いいたします。

　新年度がスタートした４月６日（水）、双葉町立学校仮設校舎において、幼・小・中の教職員を二班に分
けて、『教育長講話』を行いました。東日本大震災並びに東京電力福島第一原子力発電所の事故から丸１１
年が経過したことを踏まえて「双葉町の現状と町立学校の役割」について、次の視点でお話をしました。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

双葉町立学校（幼・小・中）教職員への講話双葉町立学校（幼・小・中）教職員への講話

夢と希望のある「学び」へ

双葉町立学校（幼・小・中）教職員への講話

双葉町教育委員会教育長

① 現在も全町避難指示が継続している唯一の自治体
② ２０２２年６月以降、特定復興再生拠点区域全域の避難指示解除に向けて準備
　〇 役場仮設庁舎を駅東側に建設中　→　８月末以降、行政サービスをスタート（予定）
　〇 帰町する町民の移動開始に向けた準備（医療関連、商業施設など）
　〇 学校教育のニーズに対しては、区域外就学での対応を検討

Ⅰ 双葉町の現状

① 平成２６年度に学校再開してから９年目
② 児童・生徒理解の徹底
③ 少人数指導の良さとデメリットの把握
④ 開かれた学校（内にも外にも）

→　令和４年度幼・小・中４２名でスタート
→　管理職を中心に全教職員で対応
→　共通理解を図り組織的な指導
→　幼・小・中の協力体制（報・連・相）

Ⅱ 町立学校の役割

① 学習活動支援
② 生涯学習に関する事
③ 教員の資質・能力の向上（今日的教育課題に関することについて）

☆ 福島大学人間発達文化学類と双葉地区教育長会（８町村）との協定書締結を予定！

① 双葉郡ならではの魅力的な教育の推進による人材育成
② 教育を中心とした双葉郡の絆づくり
③ 多様な主体との連携による教育と地域復興の相乗効果の創出

Ⅲ 福島県双葉郡教育復興ビジョンへの取組 ◇ ビジョン推進の３つの柱 ◇
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職　名 氏　　名 ご退職・転出先等
教　　諭 吉田　智子 ご退職
教　　諭 菅原かおり 広野町立広野小学校へ転出

双葉町立小・中学校教職員の人事異動のお知らせ双葉町立小・中学校教職員の人事異動のお知らせ
　双葉町立小・中学校の先生方の人事異動がありましたので、お知らせいたします。
　長年、本町の学校教育及び教育行政にご尽力いただきましたことに対しまして心より感謝申し上げます。

　人事異動により、令和４年度の双葉町立幼稚園、
小・中学校教職員が次のように配置されましたので
お知らせいたします。

職　名 氏　　名 ご退職・転出先等
校　　長 松本美穂子 いわき市立四倉小学校へ転出
教　　頭 日下雄一郎 ご退職
支　援　員 山名佐稲子 ご退職
用　務　員 菊地　　安 ご退職

職　名 氏　　名 備　　考
園　　長 堀内　弘志
副　園　長 佐藤　大志
主任教諭 吉津　望美
主任教諭 山田　綾子
事務補助員 加藤　真紀 給食運搬補助員兼務

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 井戸川　浩
教　　頭 佐藤　大志 ふたば幼稚園副園長兼務
教　　諭 今泉　好子
教　　諭 和泉　佳子
教　　諭 津島　美里
教　　諭 芦野　貴子 いわき市立郷ケ丘小学校より転入
教　　諭 佐藤　裕通 いわき市立三和小学校より転入
養護教諭 斉藤　智子
英語指導助手 フィリップ　ジェリーマン

職　名 氏　　名 備　　考

校　　長 井戸川　浩 広野町立広野小学校より転入、
双葉南小学校長兼務

教　　頭 星　　知考 いわき市立小名浜第二小学校より昇任
教　　諭 小野さゆり
教　　諭 山野辺紋子
教　　諭 飯髙　理洋
教　　諭 星　安璃彩
養護教諭 永山　有美
副  主  査 小沼　綾奈
支  援  員 鈴木　未央
支  援  員 吉田亜希子
支  援  員 緑川　仙江

職　名 氏　　名 備　　考
校　　長 大沼　俊之
教　　頭 長谷川　淳
教　　諭 小泉　尚久
教　　諭 伊藤　要子
教　　諭 室井　知美
教　　諭 猪井　紀寿
教　　諭 菅野知加子
教　　諭 長埜　一弘
教　　諭 宮下絵里子
教　　諭 根本　　崇
主　　事 鈴木穂乃香
英語指導助手 アンソニー　バラード

職　名 氏　　名 備　考
スクール
カウンセラー 比佐　淳一

用  務  員 石川　徳男

職　名 氏　　名 ご退職・転出先等

講　　師 菅波　匡崇 ご退職（相馬市立中村第一中
学校に新採用）

＜双葉南小学校からご退職・転出等される先生方＞

＜双葉北小学校からご退職・転出等される先生方＞

＜ふたば幼稚園＞

＜双葉南小学校＞

＜双葉北小学校＞

＜双葉中学校＞

＜１園３校共通＞

＜双葉中学校からご退職・転出等される先生方＞

敬称略

敬称略

敬称略

双葉町立小・中学校教職員の人事異動のお知らせ

双葉町立幼稚園・小・中学校教職員双葉町立幼稚園・小・中学校教職員令和４年度令和４年度 双葉町立幼稚園・小・中学校教職員令和４年度
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ご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございますご入園おめでとうございます

　双葉町では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故により被災した保護者
の皆さまの経済的負担軽減のため、お子さんを幼稚園等に就園させている保護者の方に対して、
入園料と保育料及び給食費と教材費の一部について補助を行います。

※ 満３歳児保育も対象となりますが、誕生日の月から補助対象となります。下記問い合わせ先ま
でご連絡の上、資料の請求をお願いいたします。

※ 対象となる可能性のある方全員に、６月以降個別に通知しますので、しばらくお待ちください。

１： 公立幼稚園、私立幼稚園、幼稚園型認定こども園（ただし、１号認定のみ対象）に通園
している園児の保護者

２： １の園児及び保護者は、令和４年 ４月 １日現在双葉町に住民登録をしていること

次の要件をすべて満たしている方

補助の対象となる方

【問い合わせ先】　双葉町教育委員会　教育総務課　☎０２４６－８４－５２１０

双葉町幼稚園就園奨励費及び給食費等補助制度について双葉町幼稚園就園奨励費及び給食費等補助制度について
令和４年度令和４年度令和４年度

　４月６日、町立学校の入学式のあと、同敷地内にあるふたば幼稚園で入園式が行われました。
　新入園児は少し緊張した面持ちで保護者と先生に手を引かれ、在園児や来賓、教職員の拍手につ
つまれ入場しました。担任の先生から名前を呼ばれると元気に返事をしていました。

▲園長先生のおはなし

　堀内弘志園長は、「みんなと一緒に遊んだり、
給食を食べたりしながら楽しく過ごしてくださ
い。お友達や先生、お家の人に元気よく挨拶でき
る人になってほしいと思います」と式辞を述べま
した。
　続いて、　　下明夫教育長が教育委員会告辞を、
伊澤史朗町長、伊藤哲雄町議会議長が祝辞を述べ
ました。
　今年度は４歳児が１人入園し、在園児と合わせ
４人での園生活が始まりました。

双葉町幼稚園就園奨励費及び給食費等補助制度について
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▲ 新入生入場

▲ 在校生による
　 歓迎のことば

診療所 レンガ蔵

　4月６日、春の暖かい日差しが降り注ぐ中、町立小・
中学校合同入学式が町立学校仮設校舎体育館で挙行され
ました。
　在校生や保護者、教職員、来賓の方々が見守る中、双
葉南小学校２人、双葉北小学校１人、双葉中学校４人の
新入生が入場し、元気に呼名を受けました。
　大沼俊之中学校長は、小学生には３つの約束として
「元気いっぱい挨拶をしましょう」「お友達と仲良くし
ましょう」「先生やお友達の話をよく聞きましょう」と
話し、「約束を守って毎日楽しく学校に登校してくださ
い」、中学生には「多くの方々に感謝する気持ちを忘れ
ず、輝ける未来を自分自身の手で作り上げていけるよ
う力をつけていってほしい」と式辞を述べました。
　続いて　下明夫教育長が教育委員会告示を、伊澤史朗
町長、伊藤哲雄町議会議長がそれぞれ祝辞を述べ、子ど

もたちの入学を祝いました。
　在校生を代表し、北小学校６年の高橋梨奈さんは「学
校では大きな行事や楽しい活動、いろいろな勉強があっ
て楽しいです。困ったことがあったらいつでも聞いてく
ださい」と、中学３年の堀本陽斗さんは「自分らしく進
み、輝き、双葉中学校をさらに良い方向に導いていける
よう一緒に頑張っていきましょう」と歓迎の言葉を述べ
ました。
　新入生を代表して渡部咲さんが「先輩方が築き上げて
きた素晴らしい伝統を守り、新しい歴史をつくるため努
力を惜しまないことを約束します」と力強く誓いの言葉
を述べました。
　今年度の町立学校は、南小学校児童が１４人、北小学
校児童が１５人、双葉中学校生徒が９人の計３８人でス
タートしました。

▲ 新入生の誓いのことば

　特定復興再生拠点区域内に位置する旧三宮堂
田中医院（長塚一）の診療所とレンガ蔵について、
国の文化審議会が３月１８日、文部科学大臣に国登
録有形文化財へ登録するように答申を行いました。
　旧田中医院の診療所は大正１１年頃、レンガ蔵
は昭和２年頃に建築されたもので、和洋折衷の大
正時代の文化が反映された建築方法が特徴です。
　国登録有形文化財に登録が決定すれば双葉町で
は初の登録となります。今後、公開に向けて修理
を行う予定です。

旧三宮堂田中医院旧三宮堂田中医院 ～双葉町初双葉町初　国登録有形文化財へ向けて国登録有形文化財へ向けて～

合同入学式合同入学式合同入学式双葉南・北小学校、双葉中学校双葉南・北小学校、双葉中学校双葉南・北小学校、双葉中学校

旧三宮堂田中医院 ～双葉町初　国登録有形文化財へ向けて～
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令和４年度　町税等の免除、減免等について

○対象税目等

○個人町県民税（個人住民税）

○法人町民税
個人町県民税、法人町民税、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料

　双葉町では、東日本大震災及び原子力災害を受けた納税義務者等の納付すべき令和４年度の
町税等について、次のとおり免除・減免をいたします。

　東日本大震災及び原子力災害により休業等と
なった法人について、休業届の提出があった法人
（令和４年１月から１２月までに決算期を迎え
る法人に限る。）…… 均等割相当額の全額減免

※ 家屋被害認定調査の判定結果による、平成２３～３０
年度分に遡っての納付済町県民税の税額（減免割合）
変更（還付）はこれまでどおり行います。

※ 1　 この表における目安の給与収入とは、給与所得以外
の所得がない場合の金額です。

　令和３年中の所得により、下表のとおり減免とな
ります。
※所得による減免基準は令和３年度と変更ありません。

　なお、合計所得金額は総合課税分及び分離課税分
の合計、特に分離譲渡所得については特別控除前の
額が合算されます。

令和３年中の合計所得金額
（目安の給与収入※１） 減免の割合

５００万円以下（６７７万円） １０分の１０

５００万円を超え７５０万円以下
（６７７万円～９４５万円） 　２分の１

７５０万円を超え１０００万円以下
（９４５万円～１１９５万円） 　４分の１

１０００万円超（１１９５万円～） １０分の１

☎  ０２４６－８４－５２０４

☎  ０２４６－８４－５２０５

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

戸籍税務課

健康福祉課

○固定資産税
○ 土地、家屋に係るもの（町長が指定する区域
　以外にあるもの）…… 全額減免
○ 償却資産に係るもの（原子力災害により事業
　の用に供することができないもの）
　…… 申請により減免

○軽自動車税
○ 令和４年４月１日現在で、帰還困難区域に放
　置された、原動機付自転車、小型特殊自動車
　…… 当初より全額減免
○ 軽四輪車、二輪の小型自動車 
　…… 申請により全額減免

○国民健康保険税

○介護保険料

被保険者全世帯………全額減免

第一号被保険者………全額減免

　法務省及び全国人権擁護委員連合会は、
人権擁護委員法が施行された日を記念し
て、毎年６月１日を「人権擁護委員の日」
と定め、６月１日を中心に、全国的な啓発
活動を実施しています。

・女性の人権ホットライン
　☎０５７０－０７０－８１０

・みんなの人権１１０番
　　☎０５７０－００３－１１０

・子どもの人権１１０番
　　☎０１２０－００７－１１０

６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です
　６月１日（水）に双葉町いわき事務所において、１０時

から１５時まで特設人権相談所を開設します。

　相談は無料で、秘密は厳守します。困りごとや悩みごと

などお気軽にご相談ください。

　また、新型コロナウイルス感染症の影響により、開催日

時等を変更する可能性がございますので、お越しになる際

は事前にいわき事務所戸籍税務課までご連絡ください。

　また、「人権擁護委員の日」に限らず、電話相談を実施

していますので、悩みごとがありましたら左記のダイヤル

にお電話ください。

☎ ０２４６－８４－５２０４【問い合わせ先】戸籍税務課
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　令和４年度の軽自動車税納税通知書を発送いたしましたので、お手元に届きましたら車両番号などの
内容をご確認ください。
　現金により納付される方は、コンビニエンスストアで納付できます。なお、納期限は５月３１日（火）です。

※ 令和４年４月１日現在、避難指示区域内に放置された車両については、減免の対象となります。該当
する方には、「軽自動車税減免申請書」を送付いたしますので、いわき事務所戸籍税務課までお問い
合わせください。

※ 減免となった車両については、事務処理後に納税証明書を送付いたします。車検期間が間近になって
いる場合は、お早めにご連絡ください。

※ 平成２３年３月１２日以降に登録された車両を除く原付二輪・農耕用車両などの「双葉町」ナン
バー及び２５０ＣＣ以下のバイクで現在使用していないものについては、すでに減免として取り扱っ
ております。また、以前廃車の意向確認書をお送りさせていただき、まだお返事をいただいていない
方につきましては、お早めにご連絡ください。

【減免について】

【問い合わせ先】　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

　自動車税種別割は、毎年４月１日午前零時現在で車検証上の所有者
（割賦販売の場合は使用者）に課税されます。
　令和４年度自動車税種別割の納税通知書は、５月９日（月）に発送
する予定ですので、５月３１日（火）の納期限までに忘れずに納付し
てください。
　なお、避難先等へ郵便物の転送を希望される方は、最寄りの郵便局
へ「転居届」の提出をお願いします。

【問い合わせ先】　相双地方振興局　県税部課税課　課税チーム　☎０２４４－２６－１１２７

納期限は納期限は
５月３１日５月３１日
（火）です（火）です

令和４年度令和４年度　自動車税種別割の定期課税のお知らせ自動車税種別割の定期課税のお知らせ

納期限は
５月３１日
（火）です

令和４年度　自動車税種別割の定期課税のお知らせ

令和４年度令和４年度　軽自動車税納税通知書について軽自動車税納税通知書について令和４年度　軽自動車税納税通知書について

自筆で書いた遺言書を法務局でお預かりする「自筆証書遺言書保管制度」を
ご存知ですか？

●

法務局からのお知らせ法務局からのお知らせ

　手続き方法や書式など、詳しくは法務省ホームページで検索または福島地方法務局いわき局
（０２４６－２３－１６５１）までお尋ねください。

　遺言書は大切な人に贈る未来の手紙です。
　法務局に預けることで、書いた本人が亡くなった後、遺言書が相続人に発見されなかっ
たり、改ざんされる等のリスクを抑え、遺言書の内容を証明した遺言書情報証明書の交付
を受ければ、相続の手続きに利用することができます。

法務局からのお知らせ
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町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け
で
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。（  

）内
は
旧
職
名
等
で
す
。

町
職
員
の
人
事
異
動

（
総
務
課
・
主
任
主
査
兼
財
政
計

画
係
長
）

▽ 

農
業
振
興
課
・
課
長
補
佐
兼
農
業

振
興
係
長　

大
和
田
千
歳
（
農
業

振
興
課
・
主
任
主
査
兼
農
業
振
興

係
長
）

▽ 

教
育
総
務
課
・
主
任
主
査
兼
総
務

係
長
兼
学
校
教
育
係
長　

吉
津
雄

一
郎
（
総
務
課
・
主
任
主
査
兼
財

政
管
理
係
長
）

▽ 

出
納
室
・
出
納
係
長
兼
管
理
係
長

堤
愛
子
（
教
育
総
務
課
・
総
務
係

長
兼
学
校
教
育
係
長
）

▽ 

秘
書
広
報
課
・
秘
書
広
報
係
長　

柘
植
美
涙
（
健
康
福
祉
課
・
福
祉

介
護
係
長
）

▽ 

健
康
福
祉
課
・
福
祉
介
護
係
長　

土
屋
美
香
（
秘
書
広
報
課
・
秘
書

広
報
係
長
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
管
理
徴
収
係
長
兼

賦
課
係
長　

柴
崎
裕
史
（
住
民
生

活
課
・
主
査
）

▽ 

建
設
課
・
復
旧
復
興
係
長　

秋
元

大
輔
（
建
設
課
・
主
査
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
生
活
環
境
係
長
兼

帰
町
準
備
係
長　

相
川
允
孝
（
建

設
課
・
主
査
）

▽ 

建
設
課
・
建
設
係
長　

村
山
翔
太

（
健
康
福
祉
課
・
主
査
）

▽ 

生
涯
学
習
課
・
生
涯
学
習
係
長
兼

震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
係
長　

田
中
ア

リ
シ
ャ
ヨ
ー
コ
（
復
興
推
進
課
・

◆
昇
格
・
昇
任
・
異
動

▽ 

総
務
課
長
兼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
所
長　

大
浦
富
男
（
議
会

事
務
局
長
）

▽ 

教
育
総
務
課
長　

朝
田
幸
伸
（
会

計
管
理
者
）

▽ 

生
涯
学
習
課
長　

木
幡
勝
（
教
育

総
務
課
長
）

▽ 

会
計
管
理
者　

志
賀
寿
三
（
出
納

室
・
課
長
補
佐
兼
検
査
係
長
）

▽ 

建
設
課
長　

藤
本
隆
登
（
建
設
課
・

課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
兼
復
旧
復

興
係
長
）

▽ 

議
会
事
務
局
長　

石
上
崇
（
住
民

生
活
課
・
課
長
補
佐
兼
生
活
環
境

係
長
兼
帰
町
準
備
係
長
）

▽ 

住
民
生
活
課
・
主
幹
兼
埼
玉
支
所

長　

鵜
沼
浩
二
（
戸
籍
税
務
課
・

課
長
補
佐
兼
管
理
徴
収
係
長
兼
賦

課
係
長
）

▽ 

議
会
事
務
局
・
局
長
補
佐
兼
総
務

係
長
兼
議
事
係
長
兼
調
査
係
長　

加
村
め
ぐ
み
（
議
会
事
務
局
・
主

任
主
査
兼
総
務
係
長
兼
議
事
係
長

兼
調
査
係
長
）

▽ 

総
務
課
・
課
長
補
佐
兼
財
政
計
画

係
長
兼
財
政
管
理
係
長　
富
澤
和
績

主
査
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
主
査　

箭
内
洸
平

（
農
業
振
興
課
・
主
査
）

▽ 

生
涯
学
習
課
・
副
主
任
学
芸
員　

星
洋
和
（
教
育
総
務
課
・
副
主
任

学
芸
員
）

▽ 

生
涯
学
習
課
・
副
主
査　

児
玉
雄
一

（
教
育
総
務
課
・
副
主
査
）

▽ 

秘
書
広
報
課
・
副
主
査　

宮
津
健

（
住
民
生
活
課
・
副
主
査
）

▽ 

戸
籍
税
務
課
・
主
事　

村
上
卓
磨

（
戸
籍
税
務
課
付
・
茨
城
県
か
す

み
が
う
ら
市
派
遣
）

▽ 

復
興
推
進
課
・
主
事　

武
藤
久
実

（
秘
書
広
報
課
・
主
事
）

▽ 

総
務
課
・
主
事　

志
賀
村
哲
平（
教

育
総
務
課
・
主
事
）

◆
任
期
付
職
員

▽
建
設
課　

牧
野
珠
美

▽
建
設
課　

中
澤
由
貴
枝

▽
農
業
振
興
課　

大
西
信
治

▽
生
涯
学
習
課　

坂
本
遼
耶

▽
建
設
課　

島
崎
雄
司（
任
期
延
長
）

▽ 
住
民
生
活
課　

岡
田
浩
寿
（
任
期

延
長
）

▽ 

総
務
課
付　

志
賀
村
綾
乃
（
任
期

延
長
）

▽
建
設
課　

岡
田
和
男（
任
期
延
長
）

▽ 

健
康
福
祉
課　

伊
藤
薫
（
任
期
延

長
）

▽
総
務
課　

菅
原
隆
（
任
期
延
長
）

▽
総
務
課　

佐
藤
葉
月（
任
期
延
長
）

◆
再
任
用
職
員

▽
建
設
課　

猪
狩
浩

▽ 

総
務
課　

舶
来
丈
夫（
任
期
延
長
）

▽ 

住
民
生
活
課　

松
本
信
英
（
任
期

延
長
） 

▽ 

秘
書
広
報
課　

板
倉
幸
美
（
任
期

延
長
） 

▽ 

健
康
福
祉
課　

志
賀
公
夫
（
任
期

延
長
）

▽ 

生
涯
学
習
課　

橋
本
仁
（
任
期
延

長
） 

▽ 

住
民
生
活
課　

鈴
木
健
一
（
任
期

延
長
）

◆
福
島
県
派
遣
職
員

▽
復
興
推
進
課
・
主
幹　

薄
葉
豊

▽
住
民
生
活
課
・
主
査　

井
上
昌
之

▽
建
設
課
・
主
任
技
査　

宿
南
智
宏

▽ 

農
業
振
興
課
・
主
任
技
査　

荒
木

秀
則
（
期
間
延
長
）

▽ 

建
設
課
・
主
幹　

吉
田
有
朋
（
期

間
延
長
）

▽ 

健
康
福
祉
課
・
主
任
保
健
師　

家

木
真
由
美
（
期
間
延
長
）

◆
市
町
村
等
派
遣
支
援
職
員

▽ 

秘
書
広
報
課　

照
沼
か
お
り
〔
茨

城
県
東
海
村
〕

▽ 

復
興
推
進
課　

土
井
英
貴
〔
宮
城

県
女
川
町
〕

▽
建
設
課　

飯
坂
利
弘〔
神
奈
川
県
〕

▽ 

建
設
課　

山
口
伸
夫
〔
新
潟
県
柏

崎
市
〕（
期
間
延
長
） 

▽ 

教
育
総
務
課　

鈴
木
信
俊
〔
茨
城

県
北
茨
城
市
〕

▽ 

総
務
課　

渡
部
辰
幸〔
神
奈
川
県
〕

（
期
間
延
長
）

▽ 

建
設
課　

前
田
健
次
郎
〔
神
奈
川

県
〕（
期
間
延
長
）

▽ 
復
興
推
進
課　

清
水
宏
一
〔
東
京

電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）〕

（
期
間
延
長
）

◆
退
職
職
員
（
令
和
４
年
３
月
31
日
付
）

▽ 

平
岩　

弘
（
参
事
兼
総
務
課
兼
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
猪
狩
浩
（
参
事
兼
建
設
課
長
）

▽ 

愛
沢
隆
志
（
住
民
生
活
課
・
主
幹

兼
埼
玉
支
所
長
）

＜

任
期
付
職
員＞

▽ 

上
遠
野
友
見
（
住
民
生
活
課
・
専

門
員
）

▽
首
藤
郁
夫
（
建
設
課
・
専
門
員
）

◆
派
遣
期
間
の
終
了

＜

福
島
県
派
遣
職
員＞

▽
武
藤
晶
子
（
復
興
推
進
課
・
主
幹
）

▽ 

岩
瀬
由
美
（
健
康
福
祉
課
・
主
任

保
健
師
）

 
 

＜

市
町
村
等
派
遣
支
援
職
員＞

▽ 

古
川
勝
太
〔
福
井
県
敦
賀
市
〕（
教

育
総
務
課
・
主
査
）

▽ 

樽
見
卓
弥
〔
茨
城
県
か
す
み
が
う

ら
市
（
人
事
交
流
）〕（
戸
籍
税
務

課
・
主
事
）

▽ 

砂
川
智
哉
〔
茨
城
県
東
海
村
〕（
秘

書
広
報
課
・
主
任
主
査
）

▽ 

佐
藤
友
希
〔
宮
城
県
女
川
町
〕（
建

設
課
・
主
任
技
査
（
復
興
推
進
課

兼
務
））

▽ 

児
玉
淳
司
〔
神
奈
川
県
〕（
建
設

課
・
主
任
技
査
）

◆
新
規
採
用
職
員

▽
建
設
課　

近
藤
力
壮

▽
健
康
福
祉
課　

長
谷
川
達
哉

▽
総
務
課　

福
田
悠
斗
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職 員 紹 介職 員 紹 介職 員 紹 介

近藤　力壮

照沼　かおり
（ 茨城県東海村 ）

土井　英貴
（ 宮城県女川町 ）

飯坂　利弘
（ 神奈川県 ）

長谷川　達哉福田　悠斗

【
新
規
採
用
職
員
】

薄葉　豊井上　昌之宿南　智宏

【
福
島
県
派
遣
職
員
】

【
市
町
村
等
派
遣
職
員
】

【問い合わせ先】
秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

（広報支援）

住民生活課　生活支援・賠償対策係
　☎０２４６－８４－５４１９

（コミュニティ支援）

　４月１日、５人の双葉町復興支援員に伊澤史

朗町長から委嘱状が交付されました。

　今後、復興支援員（ふたさぽ）が新たに加わっ

た場合は、広報ふたばやコミュニティ情報紙ふ

たばのわでお知らせします。

双葉町復興支援員（ふたさぽ）を紹介します令和４年度
▼ 前林菜美▼ 森文香

▲ 宮本真澄

▼ 遠藤順之

▲ 木幡友紀恵
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〇 書類審査の合格者は、民間企業の採用試験で広く採用されている「ＳＰＩ３」を使用した
　筆記試験を受験します。
〇ＳＰＩ３試験は、リクルートが運営する全国のテストセンターで受験が可能です。
〇公務員試験の勉強をしていない方でも、受験いただきやすい試験です。
〇受験の受付には、リクナビ２０２３への会員登録が必要になります。

職　種 行政職 土木職・農業土木職 建築職 保健師 学芸員

採用予定人員 ５名程度 若干名 若干名 若干名 若干名

行政職
（大学卒程度試験） 昭和６２年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた者

土木職・農業土木職

昭和６２年４月２日から平成１５年４月１日までに生まれた者であって、大学、
短期大学、高等専門学校又は大学院で、土木又は農業土木に関する専門課程
を修めて卒業又は修了した者（令和５年３月３１日までに卒業する見込みの者
を含む）

建築職
昭和６２年４月２日から平成１５年４月１日までに生まれた者であって、大学、
短期大学、高等専門学校又は大学院で、建築に関する専門課程を修めて卒業
又は修了した者（令和５年３月３１日までに卒業する見込みの者を含む）

保健師 昭和６２年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた者であって、保健
師資格免許所有者又は令和５年４月までに取得見込みの者

学芸員 昭和６２年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた者であって、学芸
員資格を有する者又は令和５年４月までに取得見込みの者

※ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません
（１）日本国籍を有しない者
（２）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
（３）本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
（４） 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する

政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

受付期間

１　試験職種と採用予定人員

２　受験資格

３　試験の方法及び内容
　（１）第１次試験

令和４年４月２９日（金）～令和４年５月２７日（金）まで

（令和５年４月１日採用予定）　ＳＰＩ方式

令和５年度 双葉町職員採用候補者試験
受　験　案　内

リクナビ
双葉町ＱＲ

リクナビＯｐｅｎＥＳ「エントリーシート兼履歴書」による書類審査

試験の方法 試　験　内　容

ＳＰＩ３－Ｕ

基礎能力検査（言語・非言語）、性格検査
＜受験の流れ＞　①リクナビサイト上でテストセンターの予約を行う。
　　　　　　　　②自宅等で性格適性検査を受験する。
　　　　　　　　③テストセンターで基礎能力検査を受験する。

　（２）第２次試験
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合格者は採用候補者名簿に記載され、令和５年４月１日以後欠員が生じた都度採用されます。（こ
の採用候補者名簿の有効期間は原則として、１年間です）

受験者本人並びに第三者に関わらず、採用を有利に運ぶ目的をもって便宜を図るための行為を
した場合は受験資格を失います。また、採用後この事実が明らかとなった場合は、採用が取り消
されます。

※ 各試験の結果は、リクナビ２０２３サイト内で通知または「エントリーシート兼履歴書」に記載の電子
メールアドレスへ送信します。

①「リクナビ２０２３」へ会員登録をする。

③ プレエントリーいただいた方に対して「エントリーシート兼履歴書」の登録依頼メッセージ
をリクナビ上で送信しますので、登録期限までに登録してください。

② 「リクナビ２０２３」から「双葉町」で検索し、双葉町役場のページから「プレエントリー」
をする。

　試験の結果については、双葉町個人情報保護条例第１７条第１項の規定により、口頭で請求でき
ます。（ＳＰＩ３のみの得点は、利用規約に基づき、結果の開示はできません。）
　ただし、電話、はがき等による請求では開示できません。受験者本人であることを明らかにする
顔写真入りの書類（運転免許証、学生証、旅券等）を持参のうえ、受験者本人が直接、双葉町いわ
き事務所総務課へおいでください。
　なお、請求できる時間は午前８時３０分から午後５時１５分まで（土・日、祝日を除く）で、期
間は合格発表の日から起算して１カ月以内となっております。

（１）

例えば、令和５年４月１日付けで採用された場合、最低でも令和５年９月３０日までの期間は条
件附職員として役場の行政事務補助員として業務に就いていただき、適性を判断した後各課に正
職員として配属になります。したがって、正式採用は、令和５年１０月１日以後になります。また、
この条件附採用職員の期間に役場職員として相応しくないと判断された場合は、正式採用されな
い場合がありますのでご留意願います。

（２）

（注）

区　　分 試　験　日　時 場　　所 合格発表

第１次試験 書類審査となります。 ６月上旬

第２次試験
令和４年６月１４日から
令和４年６月２８日まで

リクルートが運営する全国の
テストセンター

７月上旬

第３次試験 日時・場所など詳細は、第２次試験合格者に通知します。 ８月上旬

（１）申込方法

４　試験の期日及び場所

５　合格者の採用

６　受験手続

７　試験結果の開示

試験の方法 試　験　内　容

論文
個別面接 公務員としての資質等、職員として求める人物を評価する試験

　（３）第３次試験

【問い合わせ先】 福島県いわき市東田町二丁目１９－４〒９７４－８２１２
双葉町いわき事務所　総務課　行政係 ☎ ０２４６－８４－５２０１

19 広報ふたば 令和４年５月



にんにくはみじん切り、ベーコンは１cm 幅、アスパラガスは斜めに薄く切り、きゃべ
つは食べやすい大きさにざく切りにする。

①

スナップえんどうの筋をとり、２分茹でる。①

フライパンを熱しオリーブ油を入れて、弱火でにんにくを炒める。②

水気をとり、冷ましてから食べやすい大きさに
切る。
新玉ねぎは薄くスライスする。ゆで卵はくし切
りにする。

②

にんにくが色づいたら中火にし、ベーコンを加えて炒める。③

ボウルにＡを混ぜ合わせてから、②のスナップ
えんどうと新玉ねぎを加え混ぜる。

③

ベーコンがカリッとしたらアスパラガスを加え、火が通ったら弱火にし、きゃべつを加
えて軽く炒める。コンソメと塩・こしょうを加えて、味をととのえる。

④

③にくし切りにしたゆで卵をさっくりと和えて
盛り付ければ完成！

④

スパゲティーは塩（分量外）を入れた熱湯で表記時間よりも１分早めに茹で上げておき、
④に絡め、盛り付けて完成！

⑤

※きゃべつは火を通しすぎないように！　春きゃべつはサラダにも向いてます！
　お好みできのこを加えると食物繊維ＵＰ！！

・ 旬とは、食材にとって一番良い生育条件が揃った環境で育てられ、最も成熟した時期です。

旬の食材の方が、旬ではない時期に収穫した食材と比べて栄養価は高く、野菜本来のうま味

も多いです！

・旬の食材は、その季節に対応した体づくりの効果があります。

　上手に旬の食材を献立に取り入れて、季節に順応した体づくりを心がけましょう！

春野菜のパスタ

スナップえんどうと新玉ねぎのサラダ

【材料（２人分）】

【材料（２人分）】

旬の食材をぜひ食卓に！！

（１人あたり：５５８kcal ／食塩相当量２g）

（１人あたり：１５９kcal ／食塩相当量０.６g）

作り方

作り方

スパゲティー ……
きゃべつ …………
アスパラガス ……
ベーコン …………
にんにく …………
顆粒コンソメ ……
塩・こしょう ……
オリーブ油 ………

スナップえんどう …
新玉ねぎ ……………
ゆで卵 ………………

マヨネーズ …………
すりごま ……………
めんつゆ（３倍濃縮）
 ………………………
砂糖 …………………

１８０ｇ
２枚
３本
２枚
１片
小さじ２
少々
大さじ２

８本
１/２個
１個

大さじ１
大さじ２

小さじ１.５
小さじ１

Ａ

旬の野菜を使った献立レシピ旬の野菜を使った献立レシピ旬の野菜を使った献立レシピ
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　ＭＲ（麻しん風しん混合）の２回目については、５－６歳（小学校就学前の１年間）が定期予防接種
期間となります。また水痘は１回ではなく２回接種です。１回目接種から６月から１２月までの間隔を
おいて受けてください。

【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係 ☎ ０２４６－８４－５２０５

広報ふたば４月号「予防接種」の表の一部訂正

４月なし　　 ８月１８日（木） １２月１５日（木）
５月１９日（木） ９月１５日（木） １月１９日（木）
６月１６日（木） １０月２０日（木） ２月１６日（木）
７月２１日（木） １１月１７日（木） ３月１６日（木）

令和４年度令和４年度
　健康づくり・介護予防のための体操教室を開催します。みんなで楽しくからだを

動かしてみませんか？

　年齢・性別は問いません。参加費も無料です。保健師・看護師による健康相談もありますの

で、お気軽にご参加ください。お申し込みは健康福祉課☎0246 -84 -5205 まで！

令和４年度令和４年度令和４年度 双葉町健康体操教室のお知らせ双葉町健康体操教室のお知らせ

　皆さまの健康づくりのお手伝いとして、保健師等による健康相談会を郡山支

所２階会議室で毎月１回実施しています。元気に楽しく生活していくための健

康体操なども予定していますので、どうぞお気軽にお越しください。

＊ 血圧・血糖値・コレステロールなどが気になる方や治療中の
方、ご自身や家族の健康について気になる方など、お気軽に
ご相談ください。

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、やむを得ず中止になる場合もございます。その際は町貸与の

タブレットでお知らせします。また申し込みいただいた方へは個別にご連絡いたします。

～ 健康相談会のご案内 ～双葉町郡山支所双葉町郡山支所

健康福祉課 ☎０２４６－８４－５２０５【問い合わせ先】

時　間

場　所

〔 開催予定日 〕

令和４年　５月２０日（金） 　９月１６日（金） 令和５年　１月２０日（金）
　６月１７日（金） １０月２１日（金） 　２月１７日（金）
　７月１５日（金） １１月１８日（金） 　３月１７日（金）
　８月１９日（金） １２月１６日（金）

１０：００～１１：３０

町民交流施設ふたぱーく（感染症対策実施中）

（９：３０～順次健康相談を開始します）

●日 程

１０：００～１１：３０●時 間 双葉町郡山支所●場 所

健康相談、軽体操など●内 容

双葉町郡山支所 ～ 健康相談会のご案内 ～～ 健康相談会のご案内 ～～ 健康相談会のご案内 ～

詳細については、下記までお問い合わせください。

双葉町健康体操教室のお知らせ

講師：スポーツ＆メディカルフィットネス　リ・バース理学療法士全１１回
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　4月６日、双葉警察署浪江分庁舎より、包装
紙とペーパーの部分に「特殊詐欺防止」、「ドロ
ボー対策」などの注意喚起の絵や広告が印刷さ
れたトイレットぺーパーを寄贈いただきました。
　いただいたトイレットペーパーはいわき事
務所などで、防犯対策のために活用させてい
ただきます。

　3 月１０日、神戸市在住のＮＧＯ国境なき
災害支援隊の代表者である一級建築士の曺弘
利（チョ・ホンリ）様と橋本武美様より、町
内の風景や龍を描いた絵画を寄贈いただきま
した。
　曺様は双葉町の風景を絵画で残す取り組み
を進められています。これまで寄贈いただい
た絵画は、双葉町役場コミュニティーセン
ター連絡所に展示してあります。

温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます温かいご支援をありがとうございます

　３月２９日、双葉警
察署浪江分庁舎と浪江
地区交通安全協会など
の浪江地区交通３団体
の方より、ランドセル
カバーや人気キャラクターの反射材グッズな
どを寄贈いただきました。

　交通安全母の会の皆さんが手づくりで制作
した、「交通事故帽子（防止）」の赤・緑（青）・
黄色の信号色のカラフルなストラップを寄贈
いただきました。

皆さんが、安全に登下校できますように
　いただいた交通安全グッズは町立学校の児童・生徒の皆さんの交通安全に
役立てています。
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双葉町社会福祉協議会

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。参加をご希望の方は、
事前申し込みが必要となりますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

●健康運動教室
会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

①第２、４水曜日
②第３木曜日
③第２、４木曜日
　のいずれか 13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

福島市老人福祉センター 2階研修室
（福島市仁井田字八ツ割川原 3）

 5月17日（火）

双葉町役場南相馬連絡所 1階会議室
（南相馬市原町区青葉町 2－62－2）

毎週水曜日
※祝日を除く

①　9:30～11:00
② 13:30～15:00
　 のどちらか

南相馬出張所
☎ 080－5730－1166

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先
白河市中央老人福祉センター会議室
（白河市北中川原 313 原）

 5月24日（火） 10:00 ～ 11:30 郡山事務所
☎ 024 －973 －5291

～５月　健康運動教室・サロンのお知らせ ～

●社協サロン

　第７回双葉町民交流パークゴルフ大会を６月開催で予定しておりましたが、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大状況を鑑み、秋頃まで開催を延期することといたしました。
　開催日時等が決まり次第お知らせいたします。

双葉ふれあいクラブからのお知らせ* * * * * *

　約３年６カ月にわたり農業委員会会長（委員として約９年６カ月）を務めた泉田健一さん（鴻草）
が２月１０日、一身上の都合により委員の辞任願を提出し、２月１７日開催の農業委員会定例総会
において委員の辞任が同意されました。
　総会終了後、臨時総会を開催し、新会長及び会長職務代理者の選出を行い、新会長に澤上榮委員（羽
鳥）、会長職務代理者に大橋利一委員（細谷）が選任されました。
　任期はいずれも令和６年７月７日までです。

農業委員会 新たに会長、会長職務代理者を選任新たに会長、会長職務代理者を選任新たに会長、会長職務代理者を選任

６月１日～１０日は

電波の混信・妨害についてのお問い合わせは

「電波利用環境保護周知啓発強化期間」です
総務省からの
お知らせ

☎０２２－２２１－０６４１総務省　東北総合通信局　相談窓口
仙台市青葉区本町３－２－２３〒980－8795

電波は、ルールを守って正しく使いましょう。

デンパ君
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除染・解体工事について

片づけごみについて

　双葉町の特定復興再生拠点区域の建物解体の申請受付を以下の期間まで受け付けています。申請
書類をそろえるのに時間を要する場合があるため、解体を希望する場合は、解体申請の受付窓口に
お早めにご相談下さい。

　双葉町の特定復興再生拠点区域内における家屋について、家屋の片づけによって生じた片づけ
ごみの回収を行っております。

＜受付時間＞

＜連　絡　先＞

月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ （祝日及び１２月２９日～１月３日を除く）
（※ＦＡＸによる受付は２４時間行っております。）

株式会社  新成建設（令和４年度環境省業務受託業者）
☎ 0120 － 115 －261（フリーダイヤル）　　ＦＡＸ：0120 －115 －271

福島地方環境事務所からのお知らせ環境省

　建物解体申請の締め切りについて

　片づけごみの個別回収について

【解体申請受付期間】

【解体申請受付窓口】

【片づけごみ回収申込先】 双葉町片づけごみサポートセンター

　特定復興再生拠点区域の避難指示が解除される日から概ね１年後となります。双葉町では令和
４年６月以降の避難指示解除を目標としていますが、具体的な申請受付の締切日は、今後特定復興
再生拠点区域の避難指示が解除される日が決定されてから改めてお知らせします。

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～環 境 省

◇放射線モニタリングについて

◇中間貯蔵施設見学会について

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

中間貯蔵工事情報センターでは、工事の進捗を紹介するため、中間貯蔵施設をバスで巡る見学会を開催しています。
５月は、１３日（金）、２８日（土）を予定しています。
見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報センター（☎ 0240－25－8377）までお願い
します。（ＵＲＬ）http://www.jesconet.co.jp/interim_infocenter/index.html

４月２９日～５月５日までの期間は、輸送を休止いたします。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３
（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

◇輸送について

※４月５日現在
双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。
 ・２０２２年度は、８,３１１㎥搬入しています。（２０１５年からの累計は3,816,551㎥）

＜場　　所＞
＜受付時間＞
＜連　絡　先＞

双葉町役場いわき事務所１階（いわき市東田町２丁目１９－４）
月曜日～金曜日　８：３０～１７：１５ （祝日及び１２月２９日～１月３日を除く）
☎ 0120 － 773 －275（フリーダイヤル）

高島テクノロジーセンター（環境省業務受託業者）
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【問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）

ホームページ 働きたいネット で検索

厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

フリーダイヤル　0120 －810 －650
受付時間：平日９時～１２時、１３時～１６時３０分

● 電　話 …

ホームページ（https://fkkoyou.net/）の専用フォームから２４時間受付中● メール …
※予約制（フリーダイヤルにお問い合わせください）● 窓　口 …

就職相談会
　「自分に合う仕事が見つからない」「就職活動の進め方がわからない」「たくさん応募している
のに採用されない」こんな困りごとはありませんか。
そんなお悩みを相談員とひとつひとつ解決していきませんか。
就職への一歩を一緒に踏み出しましょう！あなたの『働きたい』をサポートします！

：１～３日●体験期間
：体験先の所定労働時間内（８時間以内）●体験時間
：職場体験実習登録事業所●体　験　先
：事業説明、簡単な業務体験、質疑応答など●体験内容

　仕事のブランクがあり、就職活動に不安がある、未経験の職種にチャレンジしてみたいけど
自分に合うかわからない…。そんな方、さまざまな業種の中から、興味のあるお仕事を体験でき
るチャンスです。仕事の内容を知り、働くイメージが湧いてくる、体験型の就職活動はいかがで
すか。ぜひお気軽にお問い合せください。　

【求職者向け】職場体験実習　“ 大人のインターンシップ ”　参加者大募集！

※お申し込み
　随時受付中！

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を
募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか。

令和４年６月２０日（月）から６月２９日（水）まで
○受験申込受付期間 令和４年９月４日（日）

○第１次試験日

受験申し込みはインターネット申し込みと
する。
国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ
（https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

○受験申込方法

【試験に関する問い合わせ先】

国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ
２０２２年度

仙台国税局人事第二課試験研修係 内線３２３６☎０２２－２６３－１１１１
人事院東北事務局 ☎０２２－２２１－２０２２

１． 令和４年４月１日において高校卒業後
３年を経過していない者及び令和５年
３月までに高校を卒業する見込みの者

○受験資格

２． 人事院が１に掲げる者に準ずると認め
る者

☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５
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　避難先を移動された方は「避難
住民届」を提出してください。

　「広報ふたば」「ふたばのわ」は、１居所につき１部送付
しています。
　ご家族が別々の場所に引っ越された場合や、同居するこ
とになった場合など、広報紙の発送に関することは下記まで
ご連絡ください。
　なお、「広報ふたば」「ふたばのわ」の発送先となってい
る方がお亡くなりになられた場合については、１カ月程度
後に発送を中止いたしますが、ご家族の方に発送先を変更
することも可能です。下記までご連絡ください。

※ 移動先の届出がないと、町から
の広報紙、各種通知などの郵便
物が届かなくなりますのでご注
意ください。

  戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４
【問い合わせ先】　

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

避難先を移動された方へ避難先を移動された方へ広報紙の発送について広報紙の発送について広報紙の発送について 避難先を移動された方へ

消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９＜ 消 防 署 連 絡 先 ＞火事と救急は１１９番

令和４年度　全国統一防火標語 【お出かけは　マスク戸締まり　火の用心】

地震に対する１０の備え

地震の備えは万全ですか！？
　地震はいつどこで起きるかわからないため、備えが大切です。東日本大震災、
昨年の２月１３日、今年の３月１６日と甚大な被害をもたらす地震が発生してい
ます。今一度、地震に対する１０の備えを家族で確認し、再度防災について考え
てみましょう。

１ 家具類は固定し、寝室にはタンス等重いものは置かない。
２ 地震後に怪我をしないため寝室に懐中電灯や履き物を準備する。
３ 日頃から塀の強度を確認し、必要があれば補強する。
４ 地震に備えて、消火器の準備や日頃から風呂の水を
くみ置きしておく。

６ 家族人数の３日分を非常用品として備える。
７ 避難する経路や場所を家族で共有しておく。
８ 防災マップ等を利用して、災害時に危険なエリアを
把握する。

９ ラジオ、テレビ等を通じて防災について情報収集する。
１０日頃から防災訓練に参加し、緊急時に備える。

５ 地震後の暖房器具による通電火災を早期発見するた
め、住宅用火災警報器を設置する。
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全国に避難されている皆さんから寄せられた
お便りの一部をご紹介いたします

三字行政区からのお知らせ長塚二行政区の皆さまにお知らせ
　３月中に行いました令和 3 年度総会の書面
議決の結果について、お知らせいたします。
   書面表決書をご返送いただいた方は、全員全
議案に賛成でした。
　よって、上程した議案は、いずれも原案のと
おり可決されました。
　以上、ご報告申し上げます。

　新型コロナウイルス感染拡大が続き、地区の
総会も平成３１年度（令和元年度）に開催して
以来開催できずに経過しました。
　このため、過日役員会を開催し、今後のこと
について協議いたしました。
　その結果、今の状況では今年も総会を開催す
ることは無理なので、本来総会で決定すべき事
項について役員会で決定し、総会決議に替えさ
せていただくことといたしました。
　以下、役員会で決定した事項は

　以上決定されたことをもとに令和４年度の行
政区の運営をさせていただきますのでご理解の
程よろしくお願いいたします。
　まだまだ新型コロナウイルス感染症の収束は
見えませんが、皆さん健康に留意されまして再
会できることを楽しみにしております。

４． 役員改選については、区長、副区長、委員
（６名）は全員留任、監事１名は留任欠員
による１名は新任、庶務会計は交替するこ
とで決定されました。

１．令和２年度事業報告並びに会計報告
２．令和３年度事業報告並びに会計報告
３．令和４年度会計予算（案）
　以上は、原案どおり可決承認されました。

三字行政区長　伊澤　和夫

長塚二行政区長　武藤　康広

【
文
芸
】

里
謡
・

片
道
切
符
で　

逝ゆ

き
し
亡む

す

こ

息
子
に

帰
り
の
切
符
送
り
た
い

　
　

・

風
の
便
り
に　

旧と

も

ゆ

友
逝
く
を
知
り

共
に
育
っ
た
故さ

と郷
忍
ぶ

川
柳
・

他よ
そ
も
の人

に　

道
を
教
へ
る　

石
地
蔵

俳
句
・

鏡
か
が
み

田
が　

青
田
と
な
り
て　

緑か

ぜ風
抜
け
る

短
歌
・

初
節
句　

幟
の
ぼ
り

は
た
め
き　

鯉
泳
ぐ

元
気
に
育
て
と　

親
ご
の
祈
り

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。 秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

氏　名 生年月日 保護者 行政区

白
しらいし

石　　庵
いおり

　 2 月 22 日 亮佑・茉希子 寺　松

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

上田ツルヨ ９６ 2 月 27 日 渋　川

齊藤　美惠 １０４ 2 月 28 日 下　条

石川　　男 ９４ 3 月　7 日 長塚二

松木　伸也 ８４ 3 月 11 日 羽　鳥

中井　一郎 ７３ 3 月 13 日 浜　野

渡邉　貞雄 ８４ 3 月 25 日 新　山

人のうごき３月分 敬称略

（令和４年３月31日現在） ・福島県内に避難されている方 3,975人

2,718人・福島県外に避難されている方
※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。
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双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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●居住先●
　福島県いわき市

（下長塚出身）

福田  悠斗 さん
ふくだ            ゆうと

野
山
遊
び
で
「
後
ろ
を
つ
い
て
行
く
」

　

子
ど
も
の
頃
、
学
校
か
ら
帰
る
と
実
家
が
あ
る

地
区
（
下
長
塚
福
田

）
に
住
む
同
世
代
の
子
ど

も
た
ち
や
２
歳
下
の
弟
と
と
も
に
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
場
所
柄
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
と
い
え
ば
、

悪
天
候
で
も
な
い
限
り
野
山
を
駆
け
回
る
こ
と
が

メ
イ
ン
で
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
活
発
な
タ
イ

プ
で
は
な
い
た
め
、
自
ら
先
頭
に
立
つ
と
い
う
よ

り
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
や
弟
の
後
ろ
を
追
い
か

け
、
や
っ
と
つ
い
て
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

高
校
進
学
は
マ
イ
ペ
ー
ス
な
選
択

　

中
学
生
に
な
っ
て
進
路
を
考
え
る
よ
う
に
な
る

と
、
明
確
な
目
標
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何

か
を
見
つ
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
い
わ

き
市
内
に
あ
る
単
位
制
の
県
立
高
校
に
進
み
ま
し

た
。
今
で
は
、
単
位
制
高
校
は
珍
し
い
時
代
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
学
当
時
、
同
じ
双
葉
町
内
か

ら
は
、
同
級
生
１
人
、
先
輩
が
２
人
い
ま
し
た
。

　

通
学
に
片
道
約
１
時
間
半
か
か
り
、
学
校
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
は
、
い
わ
き
市
内
で
一
人
で

生
活
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
両
親
に
必
要
以
上
の
負
担
を
か
け
た
く
な
い

と
思
い
、
卒
業
ま
で
自
宅
か
ら
通
い
続
け
ま
し
た
。

本
格
的
に
Ｉ
Ｔ
化
が
進
む
と
感
じ
て

　

単
位
制
高
校
は
、
普
通
の
学
校
と
は
違
う
自

由
で
開
放
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
何
ら
か
の
挑
戦
を
続
け
な
が
ら
在
籍
す
る
同

級
生
が
い
る
な
ど
、
無
意
識
の
う
ち
に
周
囲
か
ら

の
刺
激
を
受
け
る
中
、
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な
こ
と

で
も
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
知
識
が
必
要
に
な
る

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
卒
業
後
は
大
学
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

社
会
に
出
て
か
ら
東
京
で
派
遣
社
員
と
な
り
ま

し
た
が
、
長
男
と
い
う
立
場
を
考
え
、
故
郷
に
近

く
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
い
わ
き
市
に
移
り
、
情

報
処
理
会
社
や
医
療
法
人
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。

故
郷
復
興
の
役
に
立
ち
た
い

　

福
島
県
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
数
年
後
、
震
災
と

原
発
事
故
に
見
舞
わ
れ
、
両
親
と
祖
母
が
い
わ
き

市
に
避
難
し
て
自
宅
を
建
て
た
た
め
、「
故
郷
を

離
れ
た
実
家
暮
ら
し
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

発
災
後
、
今
で
も
帰
還
困
難
区
域
と
な
っ
て
い

る
実
家
を
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
変
わ
り
果
て
た
様

子
に
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
に
な
る
一
方
、
故
郷

の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
す
る

中
、
社
会
人
を
対
象
と
し
た
町
職
員
募
集
に
挑
戦

し
、
こ
の
春
か
ら
総
務
課
で
「
新
人
」
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
30
歳
代
の
後
半
を
迎
え
、
新
卒
世
代
に

比
べ
大
変
な
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
故
郷
の
将
来
に
少
し
で
も
役
に
立
て

る
よ
う
、
新
雪
を
踏
み
し
め
る
よ
う
に
一
歩
ず
つ

慎
重
に
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今
月
の
表
紙
は
、
４
月
６
日
に
行
わ
れ
た
ふ
た
ば
幼
稚
園
の
入
園
式
で
の
一

場
面
で
す
。
同
日
に
は
小
・
中
学
校
の
合
同
入
学
式
も
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
斉
に
咲
い
た
桜
の
花
と
暖
か
い
春
の
日
差
し
に
包
ま
れ
る
中
、新
入
園
児
、

入
学
児
童
は
少
し
不
安
げ
な
表
情
で
の
入
場
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
に

迎
え
ら
れ
、
新
生
活
へ
の
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

多
か
れ
少
な
か
れ
環
境
に
変
化
が
あ
る
４
月
。
新
た
な
環
境
へ
不
安
と
期
待

の
入
り
混
じ
っ
た
思
い
を
抱
く
の
は
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
で
す
ね
。
４
月
か

ら
町
広
報
紙
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
少
な
か
ら
ず
同
じ
思
い
を

抱
い
て
い
た
私
も
、
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
表
情
と
周
り
の
方
々
が
作
り
出
す

温
か
い
雰
囲
気
に
心
が
ほ
っ
と
柔
ら
か
く
な
り
ま
し
た
。

　

表
紙
や
掲
載
写
真
か
ら
、
皆
さ
ま
に
も
希
望
に
溢
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
思
い

と
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
出
席
者
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

－ 

編
集
後
記 

－

30令和４年５月広報ふたば

双葉南・北小学校の新入学児童と浪江地
区防犯指導隊双葉分隊の皆さんの笑顔で
す。４月６日、双葉南・北小学校入学式
のあと、防犯グッズをいただきました。


